
14
２０１８.６.１

問合先 建設課　☎35‒3147

　

消
火
栓
の
横
に
設
置
さ
れ
て
い
る

ホ
ー
ス
格
納
箱
や
小
型
動
力
ポ
ン
プ

格
納
庫
と
、そ
の
中
に
収
納
さ
れ
て
い

る
ホ
ー
ス
や
ノ
ズ
ル
、消
火
栓
の
ハ
ン
ド

ル
な
ど
の
老
朽
化
や
破
損
が
あ
れ
ば
、

市
で
は
修
繕・更
新
し
ま
す
。

　

希
望
さ
れ
る
自
主
防
災
組
織
は
、

「
初
期
消
火
資
器
材
更
新
申
請
書
」

を
最
寄
り
の
消
防
署
や
分
署
、出
張

所
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

申
請
書
は
前
述
の
場
所
に
あ
る
ほ

か
、市
HP
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き

ま
す
。な
お
、同
ペ
ー
ジ
に
は「
初
期
消

火
資
器
材
点
検
表
」も
掲
載
さ
れ
て

い
ま
す
の
で
、貴
団
体
の
初
期
消
火

資
器
材
の
点
検
に
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

更
新
申
請
書
の
提
出
期
限

８
月
末
日
ま
で
に
提
出

　

自
主
防
災
組
織
の
活
動
活
性
化
を

図
る
た
め
に
は
、防
災
に
関
す
る
知
識

の
豊
富
な
方
が
先
頭
に
立
ち
、隊
長

と
し
て
指
導
・
活
動
さ
れ
る
こ
と
が
効

果
的
で
す
。

　

そ
の
た
め
に
、市
で
は
自
主
防
災
組

織
の
隊
長
を
複
数
年
、固
定
化
す
る

こ
と
を
推
奨
し
て
い
ま
す
。

　

な
お
、自
主
防
災
組
織
に
よ
る
初
期

消
火
訓
練（
消
火
栓
や
防
火
水
槽
と
小

型
動
力
ポ
ン
プ
を
利
用
）な
ど
は
年
１

回
以
上
の
実
施
を
お
願
い
し
て
い
ま
す
。
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初
期
消
火
資
器
材
の

更
新
申
請

提
出
は
８
月
末
ま
で

隊
長
の
固
定
化
が
効
果
的
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奥
飛
驒
温
泉
郷
は
５
つ
の
温
泉

地（
平
湯
・
福
地
・
新
平
湯
・
栃
尾
・

新
穂
高
）の
総
称
で
、
多
く
の
観
光

客
が
訪
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の

温
泉
の
熱
源
が
焼
岳
と
そ
の
近
く

の
火
山
に
由
来
す
る
こ
と
は
容
易

に
想
像
で
き
ま
す
。
こ
の
辺
り
は

現
在
も
噴
煙
を
上
げ
て
い
る
焼
岳

や
、
乗
鞍
岳
、
ア
カ
ン
ダ
ナ
山
な

ど
の
活
火
山
が
連
な
る
地
域
で
す
。

温
泉
は
火
山
活
動
の
恩
恵
で
あ
り
、

自
然
の
景
勝
地
と
共
に
癒
し
の
代

名
詞
と
し
て
私
た
ち
に
潤
い
を
も

た
ら
し
て
い
ま
す

　

一
方
、
平
成
26
年
の
御
嶽
山
噴

火
で
多
く
の
犠
牲
者
が
出
た
た
め

火
山
防
災
の
見
直
し
が
急
務
と
な

り
、
翌
27
年
、
活
火
山
法
が
改
定

さ
れ
て
い
ま
す
。
す
で
に
北
稜
中

学
校
で
は
平
成
24
年
か
ら
の
二
カ

年
間
、
県
防
災
教
育
推
進
事
業
の

指
定
を
受
け
，
子
ど
も
か
ら
大
人

ま
で
地
域
が
連
携
し
て
防
災
教
育

に
取
り
組
み
災
害
に
備
え
て
い
ま

す
。「
自
分
の
命
は
自
分
で
守
る
」を

キ
ー
ワ
ー
ド
に
、
正
し
い
知
識
を

学
び
，
判
断
力
や
行
動
力
を
養
う

「
命
を
守
る
訓
練
」を
実
施
し
て
い

ま
す
。

　

栃
尾
地
区
の
洞
谷
で
は
、
昭
和

54
年
に
豪
雨
に
よ
り
土
石
流
災
害

が
発
生
し
た
た
め
、
現
在
で
は
立

派
な
砂
防
え
ん
堤
が
整
備
さ
れ
て

い
ま
す
。
栃
尾
小
学
校
で
は
Ｎ
Ｐ

Ｏ
法
人
神
通
砂
防
、
京
都
大
学
防

災
研
究
所
の
協
力
を
得
て
砂
防
え

ん
堤
の
役
割
や
防
災
の
大
切
さ
に

つ
い
て
も
学
ん
で
い
ま
す
。

　

土
石
流
は
山
脈
を
配
す
る
地
形

や
火
山
活
動
に
よ
る
地
質
の
特
徴

が
大
き
く
関
わ
っ
て
い
ま
す
。
自

然
と
正
対
し
火
山
と
の
共
存
共
生

の
た
め
に
も
、
子
ど
も
達
や
地
域

の
人
た
ち
の
防
災
教
育
は
ま
す
ま

す
大
切
に
な
り
ま
す
。

（
飛
驒
地
学
研
究
会
三
塚
洋
）

焼
岳
と
栃
尾
小
学
校
の
砂
防
学
習

飛
驒
山
脈
ジ
オ
パ
ー
ク
構
想

ジ
オ
サ
イ
ト（
第
６
章
）
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